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〒104-0031 東京都中央区京橋2-10-2 ぬ利彦ビル南館6階

TEL.03-3563-0031　FAX.03-3564-2560
E-mail: adv@sogo-uni.com

4CF-4120-7102  LHF-0001.P.P

企画営業部
出展に関する
お問合せは

www.sogo-unicom.co.jp/　　弊社ホームページで詳しい情報がご覧いただけます。
［月刊］

同 時 開 催

新業態ホテル投資・開発フォーラム2017／IR（統合型リゾート）開発フォーラム2017

新業態開発・既存事業活性化・NEWビジネス発見市場

20172017

2017年10月19日（木）・20日（金） 10:00～17:00
東京ビッグサイト ［西3・4ホール］

貴名受け

別途お申し込みとなります。

350,000円（税別）

432,000円（税別・出展小間料金含む） 832,000円（税別・出展小間料金含む）

出展申込要領開催概要
■お申込みについて
①別添の「レジャーホテルフェア201７出展申込書」に必要事
項をもれなくご記入のうえ、事務局までお送りください。
FAX 03-3564-2560
②申込締切：2017年7月１４日（金）

■出展について
①小間配置（小間割）は事務局が行ないます。
②共同出展の場合、ガイドブック掲載は1社となります。複数社
掲載をご希望の場合は別途有料（1社につき50,000円・税
別）となります。
③小間の転貸・売買・交換は一切できません。
④事務局は、本展示会の開催主旨にふさわしくないと判断した
場合はご出展をお断りする権利を持っています。
⑤展示で水道（給排水）を利用される場合は、出展申込時に弊社
営業担当者までお伝えください。
⑥独立小間のご出展は、6小間以上のお申込みを原則とさせて
いただきます。

■出展料のお支払いについて
①出展申込書が到着次第、事務局より請求書を発行いたします。
　なお、お支払い期限は201７年9月15日（金）となります。
　期限内に事務局にてご入金が確認できない場合は、出展を　
　取消すことがございますのであらかじめご了承ください。

※銀行振込手数料は出展社にてご負担いただきます。
※手形によるお支払いはご遠慮いただいております。
②出展申込後の取消、解消は原則としてできません。
ただし、事務局が止むを得ないと判断した場合はキャンセル
料を下記の基準によりお支払いいただきます。

2017年7月15日（土）～2017年9月15日（金）     出展料の  50％
2017年9月16日（土）以降    　    出展料の100％

みずほ銀行　銀座支店
普 通 預 金 　No.1955627
口　座　名　綜合ユニコム株式会社

お振込先

■名称：レジャーホテルフェア2017
■会場：東京ビッグサイト 西3・4ホール

東京都江東区有明3-11-1
■会期：2017年10月19日（木）10：00～17：00
　　    2017年10月20日（金）10：00～17：00
※搬入日：10月18日（水）  9：00～21：00

　　搬出日：10月20日（金）17：00～21：00
■出展料金：1小間　350,000円（消費税別）
※ガイドブック掲載料（カラー 1/3ページ）含む
■主催：綜合ユニコム株式会社『季刊レジャーホテル』
■入場形式：限定招待制（入場無料：招待券配布）
■同時開催：
レジャーホテルマネジメントセミナー2017
レジャー＆サービス産業展2017

■出展社説明会：2017年8月上旬（予定）

2,9
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mm

　（
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寸
）

2.930mm（内寸）

2,930mm（内寸）

5,900mm（内寸）

・1小間サイズ：間口3m×奥行3m×高さ2.7m

・1小間サイズ：間口3m×奥行3m×高さ2.7m

・基本設備：システムパネル、社名板（ゴシック体）

［Reデザイン］

http://www.sogo-unicom.co.jp

2017

⑨コンセント1個（2口）

出展の
ご案内

※詳細につきましては、出展お申込後、事務局よりご案内いたします。 この要領に定められていない事項については「レジャーホテルフェア2017出展要項」に準じます（出展社説明会にて配布）。
※お願い：火気・燃料・水素等「危険物品の持ち込み禁止行為解除」の手続きは、１か月前の許可申請となります。 出展申込時にご相談ください。展示・実演内容によっては許可が下りない場合があります。
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LEISURE HOTEL FAIR

今、レジャーホテルは、その特性を最大限に活かす［Reデザイン］

が求められています。

2016年の訪日外国人は約2,403万人となり、対前年121.8％と急拡

大しています。

インバウンド需要の急拡大にともなうホテル客室の供給不足と、

宿泊マーケットの構造変化は、新規ホテル開発においてもミドル

クラス・ビジネスホテル・コンドミニアムホテル・簡易宿泊施設

（カプセル・ホステル・民泊etc.）を含め、多様なタイプ・業態へと

拡大しています。

また、既存ホテルは、競合ホテルとの差別化と、老朽化した施設へ

の再投資が求められ、リノベーションに拍車がかかっています。

そうしたホテル開発の潮流のなかで、レジャーホテルには、その事業

特性を活かした「業態進化」が求められています。

本フェアでは、“［Reデザイン］多様化するホテル開発＆レジャーホテル

イノベーション”をテーマに、レジャーホテル事業の開発・投資・運営・

リノベーションにかかわる最新設備機器・システムとNEWサービス

の展示会＆セミナーとして開催いたします。また、新規ホテル開発・

投資・運営に意欲の高いオーナー・事業者を対象とした新業態ホテル

開発・投資フォーラムも同時開催し、“人”と“企業”と“情報”を

結ぶビジネスミーティング＆マッチングの「場」といたします。

ぜひとも、各位の出展を賜りますよう、ここにご案内申し上げます。

ホテル開発・イノベーション最新設備機器システム展示会＆セミナー

東京ビッグサイト  西3・4ホール
10月19日○・20日○木 金

Other

多様化するホテル開発＆レジャーホテルイノベーション

多様化するレジャーホテル事業の開発・投資・運営・
リノベーション・コスト合理化（IT・自動化・ロボット活用）
をサポートする出展企業を募集します。

開発・投資・運営意欲の高いホテルオーナー、
経営者・運営者・不動産所有企業・開発責任者が一堂に会します。

開発・投資・運営意欲の高いホテルオーナー、
経営者・運営者・不動産所有企業・開発責任者が一堂に会します。

■同時開催「レジャー＆サービス産業展2017」でも、新規ホテル開発・投資
運営に意欲の高い経営者・投資家・オペレーターをはじめ不動産所有・
不動産開発企業を対象としたフォーラムを開催し、集客強化を図ります。

① 成功するリニューアル投資とリノベーションデザイン
レジャーホテルリニューアル投資の考え方とリノベーション・デザイン

② 集客戦略を支援する新システム＆新アイテム
ＷＥＢ・スマホを活用した最新の集客戦略・ＳＮＳ活用手法

③ 人材不足対応とコスト削減・合理化
省人化・省エネ・代行サービス・多言語対応・ITオペレーション＆マーケティング

④インバウンド対応（2016年2,403万人実績）
2020年訪日外国人4,000万人体制に対応するマネジメントシステム

⑤ホテルの新顧客創造と新需要開拓（ハード＆ソフトウエア）
ビジネス・国内観光客・女子会・訪日外国人利用に向けたシステム・アイテム

⑥ 新業態転換（マーケティング・ターゲティング・ブランディング）
ターゲットセグメンテーションをした戦略的ホテル開発・投資・計画づくり
顧客ニーズとライフスタイルを把握した新しいホテル開発

ホテル空間の価値創造を実現する
最新設備機器・新サービス etc.をご提案下さい

※N=5,239

※N=4,482

前回開催実績

レジャーホテルフェア2016　来場者層（来場者登録データより）

出展社数　115社 小 間 数　245小間 来場者数　9,721人

レジャーホテルフェア201６／レジャー＆サービス産業展201６
東京ビッグサイト 西3・4ホール　11月29日（火）・30日（水）開催

レジャー＆サービス産業展2016　来場者層（来場者登録データより・複数回答）

前回開催：『観光インバウンド新業態ホテル開発・投資フォーラム2016』

レジャーホテル施設
経営企業
役職内訳

その他
17.4％

レジャーホテル
経営企業
41.2％

レジャーホテル
関連企業
19.8％

その他宿泊
関連企業
12.7％

レジャー施設経営企業
不動産所有開発企業
8.9％

経営者・役員
24.2％

店長・支配人
10.3％

スタッフ
6.7％

レジャー・サービス産業
メーカー・設備業者

不動産所有
開発企業

その他 レジャー・サービス施設経営企業

56,1％

13.1％

19.0％

11.8％

ゲーム・アミューズメント
健康・スポーツ
ゴルフ場・ゴルフ練習場
カラオケ
複合カフェ
パチンコホール
温浴施設
ビューティ・リラクセーション
流通・物販
ホテル・旅館
飲食
福祉・介護・医療
冠婚葬祭
その他

国をあげて「観光大国」実現を果たすための取組みが進み、
観光がわが国の基幹産業として成長することが期待されています。

また、「地方創生の礎」として地域経済・社会を活性化するドライバーとなるべく、
裾野の広い産業である観光の特性を発揮していくことにも注目が集まっています。

なかでも、大きな役割を担う宿泊産業についてはホテルを中心に依然として開発・投資が続いており、
施設価値を高め収益拡大を果たす新業態が続 と々登場し、マーケットの深耕、拡大を図っています。
本フォーラムでは、成長マーケットとして位置づけられる観光・宿泊ビジネスにフォーカスし、

注目事業者の取組み、経営者やアナリストによる業界分析・展望を通じて、
観光・宿泊ビジネスにおける開発・投資のあり方、

「地方創生」を実現に導くための道筋を探ってまいります。

「地方創生」に向けた道筋をいかに描くのか

観光地再生・インバウンド
新業態ホテル開発・投資
フォーラム2016

同 開時 催

未来創造ビジネスミーティング
新業態開発・既存事業活性化・NEWビジネス発見市場

■開催日時　2016年11月29日（火）10：10～16：30
30日（水）10：10～16：30

■会 場　東京ビッグサイト 西３・4ホール
内 特設会場

無料公開
Web事前予約方式

○勝算あるホテル開発にするために
○インバウンドの地方化と地方創生の軸としての役割

○美しい日本を世界の旅行者へ・・・アゴーラのミッション
○ホテル・旅館を輝かせるための価値創造
○成長戦略を描ける人材・組織・仕組みづくり

○スモールラグジュアリー開発・運営──「熱海ふふ」「河口湖ふふ」にみる
○公共リゾート「るり渓温泉」「やすらぎ伊王島」再生プロデュース
○超富裕層向け「バケーションハウスレンタル」事業への挑戦

○競争に強いホテル開発・経営とは
○「リッチモンドホテル」にみる「脱価格競争」「サービス重視」の成果
○ホテルビジネスが成長し続けるための重要事項

○泊食分離を志向するインバウンドニーズに対応　──白馬八方温泉ホテル五龍館
○「飛騨高山」として、一体となった観光まちづくりを実践　──舩坂酒造店
○地域の基幹産業としての観光とは

○コミュニティ型「ホテル セトレ」とは？
○共感を生む「つながりつなぐ」活動実録！
○コミュニティづくりをコンテンツに！？ホテル、旅館再生のコンサルティングとは

2016年国内ホテル市場分析
（業態別、エリア・立地別等）とホテル開発の動向

事づくりと人づくり
──ホテル・旅館再生メカニズムと人材育成

日本のレジャーをもっと楽しく
新業態ホテル開発・公共リゾート再生

旅館・ホテルの再生・リニューアル事例
──1,000件以上の実績と22年間にわたり培ってきたノウハウで、
それぞれの施設に合った最高のリニューアルを提案！

勝てるホテル開発・経営どう行なっていくか
──ホテル事業の本質と成長戦略

観光産業の成長戦略を
どのように描くのか
──インバウンド拡大を契機に「マーケティング」志向の経営へ

地域資源を活かす、コミュニティ型ホテルの
企画・開発・運営のすべて

10：10～11：00　【特別講演】

15：40～16：30　【人材マネジメントの要諦】

12：30～13：20　【宿泊・リゾートの新業態研究】

14：50～15：20　【宿泊施設再生の実務】

11：20～12：10　【ホテルビジネスの主要指標】

(コーディネーター ) ( パネリスト)

13：40～14：30　【地域共生の実践術】

14：30～15：30　【パネルディスカッション】

おおたに・こうじ●監査法人トーマツ 金融インダストリーグループにて主に不良債権取
引、及び金融再編に係るアドバイザリー業務を経て、大手金融機関にて、私募ファンド、
J-REITに対するノンリコースローンに係るデューデリジェンス等の不動産ファイナンスを
担当した後、デロイトトーマツFAS㈱（現・デロイトトーマツFA）に入社。現在は、
ホテルインダストリーに関するサービス（THL）のリーダーとしてホテル・旅館等に係る
ビジネスデューデリジェンス、フィージビリティスタディー等の事業性評価・分析業務を
中心としたＦＡ業務を提供する一方、不動産会社、一般事業法人等に対する不動産
関連業務を提供し、企業の資産活用戦略に貢献。不動産鑑定士。

あそう・あや●英国国立ウェールズ大学 経営学修士 MBA 、南カリフォルニア大学 ソーント
ン・スクール・オブ・ミュージック 音楽学部ピアノ学科卒。 シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・
ホテルを経て、米国公認会計士資格を取得、 監査法人トーマツ、㈱プライスウォーターハウス
クーパースＢＰＯジャパン、 ㈱イシン・ホテルズ・グループ などを経て 2007年 9月 ㈱アゴーラ・
ホスピタリティーズを設立し代表取締役社長。ホテル経営・運営及び企画開発の専門チーム
により、事業全般に対しブランド・デザイン・オペレーションを構築し、蓄積したノウハウを他ホ
テル旅館に対してアライアンス方式で提供している。

かとう・ともやす●ホテル、フードサービス、スパ、ラグジュアリーリゾート、公共リゾート、エンタ
テインメントなどあらゆるレジャー事業の総合的な開発を行なうプロデュース企業の代表取締役兼
ＣＥＯを務める。全国に事業所を展開し、年商211億円、従業員数約3,000人、年間500
万人に及ぶ顧客を動員している。事業の多くはクライアントからのオファーによるもので、マーケティ
ング、コンセプトワーク、プランニング、オペレーションまでを総合的に行なう「トータルプロデュー
スシステム」によって成り立っている。代表的な事業として「熱海 ふふ」、「HEINZ BECK」、
「麺匠の心つくし　つるとんたん」などがある。2016年4月には、分譲型のコンドホテルスタ
イル「Kafuu Resort Fuchaku CONDO・HOTEL」にANNEX棟を開業。販売計画を1
年以上も上回る早さで完売した。主な著書に、「経営者が欲しい、本当の人材」「世界一楽し
い仕事をしよう！KPG METHOD」（ワニブックス）がある。

まえはら・かずひろ●1980年、現在のロイヤルホールディングスに入社、立地開発部長などを歴任。
同社と大和ハウス工業との合弁会社で専務取締役に就任し「ロイネットホテル」を立ち上げる。2004
年会社分割により「アールエヌティーホテルズ」を設立、社長として「リッチモンドホテル」の出店を進める。
リッチモンドホテルはＪ．Ｄパワーアジアパシフィック「日本ホテル宿泊客満足度調査（1泊9,000円～
1万5,000円未満部門）」で8年連続第一位に選ばれるなど、顧客に支持され安定経営を続けている。

いわさき・けんじ●1965年山形県出身。87年東北大学経済学部卒業後、宮城県庁採用。92年
埼玉大学大学院政策科学研究科（現：政策研究大学院大学）修士（MPA）。地域振興課、土木
企画課、市町村課、宮城県社会福祉協議会派遣、環境政策課、東京事務所、港湾課、情報産
業振興室等を経て、15年4月より現職。

おさだ・いちろう●1999年㈱ホロニックを設立し、代表取締役に就任。2005年にホテル再生事業
として、ホテルセトレ（神戸市垂水区）を開業後、08年に２店舗目のセトレハイランドヴィラ姫路（兵
庫県姫路市）、13年にはセトレマリーナびわ湖（滋賀県守山市）、15年に九州初出店のセトレグラバー
ズハウス長崎（長崎市）を運営している。セトレグループでは、地域に密着し、人と人、人と地域のつ
ながりを深め、価値に変え、共感の輪を広げる場を提供する「コミュニティホテル」を目指している。また、
自社ホテルで培ったノウハウを用いた実践的コンサルティングを数多く手がける。

ごとう・ゆうすけ●2009年国内総合デベロッパーに入社後、16年4月デロイト トー
マツ ファイナンシャルアドバイザリー入社。前職では都内大型再開発案件において、
再開発マネジメント、建設企画、管理運営計画策定に従事。また当該開発エリアの
タウンマネジメント組織組成から事務局運営を担う。ほか、商業施設開発（スキーム
構築、建設企画、MD、リーシング、管理運営計画策定、物件売却）、空港民営化
コンセッションに参画。現職では、自治体への民間活力導入支援や地方都市におけ
る開発支援を通じ、主に街づくりなどの官民連携支援に従事している。一級建築士。

大谷 晃司

浅生 亜也

加藤 友康

岩田 隆生

前原 和洋

岩崎 謙二

新井 貴 中村 ゆかり 有巣 弘城

長田 一郎

後藤 佑介

デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社
シニアヴァイスプレジデント

㈱アゴーラ・ホスピタリティーズ
代表取締役社長

カトープレジャーグループ 代表取締役兼CEO

㈱エイ・ディ・エイ　代表取締役

エム・エイチ・エム㈱ 代表取締役社長
｢リッチモンドホテル｣ 創業者

○国際観光のマクロ観：日本およびグローバルでの視点
○観光ビジネス展開における諸論点
○伸長する観光マーケットに対する取組みのあり方とは

「観光大国創造」に向けての着眼点と成功要因の検証
──国際競争のなかで成功する「観光ビジネス」の実現へ

10：10～11：00　【基調講演】

かねこ・かずひろ●岩手県生まれ。東京大学法学部卒業後、1991年に三菱銀行へ入行（現・
三菱東京UFJ銀行）。米国ロサンゼルスでの勤務経験も含めて、法人取引分野で企画・企業
再生・営業・審査に従事。2010年にホスピタリティ・アドバイザリーに転じ、国内リゾートホテ
ルのビジネスプラン作成や、クロスボーダーのホテル投資・国内リゾートにおけるホテル開発のア
ドバイザリーなど多数のプロジェクトを遂行。UCLA経営学修士課程修了。

金子 和弘 EY　ホスピタリティ・チーム
マネージング・ディレクター

○ホテル運営市場／ホテル開発・投資市場の最新動向
○「コンドミニアムホテル」の事業特性と開発戦略

多様化する日本のホテルマーケットと開発のあり方
──ミドルクラスホテル・ライフスタイルホテル、コンドミニアムホテルの開発まで

10：10～11：00　【ホテル事業の中長期トレンド】

たかばやし・こうじ●三菱商事、PWCコンサルティングを経て、ホーワスHTLマネージングディ
レクター（現職）。帝京大学客員教授（現職）。米国公認会計士。一橋大学法学部卒業、
一橋大学MBA、コーネル大学ホテル経営学部修士（MMH）。主な執筆・翻訳に、「ホテル
アセットマネジメント原理と実践」（立教大学出版会）、「日本におけるホテルアセットマネジメント
の重要性」（日本観光研究学会）、「ホテルマネジメント契約実務資料集」（綜合ユニコム㈱）、「ホ
スピタリティ・マネジメント事典」（㈱産業調査会）などがある。

高林 浩司 ホーワスHTL　取締役
マネージングディレクター

○カプセルホテル文化を一新するナインアワーズ事業とは
○事業構造の実際──適正立地、事業規模、投資概要、収益性

○高稼動する既存3施設の利用実態と今後の開発計画

進化型カプセルホテル「ナインアワーズ」
ビルコンバージョン、狭小地の開発を加速し需要を取り込む

16：00～16：30　【簡易宿所リーディング企業の戦略】

わたなべ・やすゆき●2006年に㈱グローバルエージェンツ創業期に参画、代表取締役に就任
しソーシャルアパートメント事業を展開。退任後の2010年から2年間、㈱スターマイカにて投
資用不動産の仕入から販売、新規事業立案に従事。12年に㈱リヴァンプに入社、不動産チー
ム責任者として総合不動産デベロッパーへの経営支援を行なう傍ら、㈱ナインアワーズの会社
設立に参画、14年に転籍し、集客やホテルシステムの構築、店舗開発の責任者に従事。

渡邊 保之 ㈱ナインアワーズ
店舗開発 /集客・システム責任者

○観光需要拡大で注目される「民泊」「簡易宿所」
○事業化のための法理解
○事業構造と開発・投資上の留意点

不動産収益に最適な事業は「民泊」or「簡易宿所」？！
事業の最新動向と事業化のポイント

12：00～12：50　【簡易宿所ビジネス研究】

いしい・くるみ●早稲田大学政治経済学部卒業。（公財）消費者教育支援センター研究員を経て、
日本橋くるみ行政書士事務所を開業。宅建業、建設業、旅館業等の不動産関連ビジネスの
許認可を専門に取り扱う。東京都大田区での特区民泊にいち早く対応し、民泊法規制に関す
るセミナー講師を多数務めている。（一社）不動産ビジネス専門家協会登録専門家。

石井 くるみ 日本橋くるみ行政書士事務所　代表
行政書士

○案内所＆カフェ「CHAMISE」/ビアバー＆レストラン「HAKKO」/ホステ
ル「AIBIYA」「ZEN　Hostel」 ○遊休不動産を活用した「まちづくり」、

街の担い手を育てる「人づくり」
○「外国人向け情報発信」とマーケティング

湯田中温泉の再生スキームと具体的取組み
──街づくりのトリガーとしてスノーモンキー目当てのインバウンドを狙え

11：20～12：10　【点から面への温泉観光地活性化策】

おか・よしのり●1977 年、兵庫県南あわじ市出身。関西学院大学経済学部卒後、繊維メーカー、投
資会社、コンサルティング会社を経て現職。観光、ヘルスケア、流通小売、環境、復興支援などの分
野において、官公庁、大企業、ベンチャーなど、幅広い領域における事業プロデュース・事業戦略コン
サルティングの実績を有する。現在は、㈱地域経済活性化支援機構（政府系ファンド） 地域活性化支
援部シニアマネージャーとして、地域企業の支援や地域活性化の先行モデル創出に従事している。

岡 嘉紀 ㈱WAKUWAKUやまのうち
代表取締役社長

○エンターテインメントコンテンツや技術を活用した地方創生の実例
○「宮城県大崎地区」「青森県立美術館」など最新事例レポート

観光地・地方の魅力向上と、集客をつくるエンターテインメントツーリズム
13：30～14：10　【地方創生の新たな切り口】

すずき・まさかず●1966年神奈川県出身。91年㈱タイトー入社。2004年同社ＥＳ店舗企画開発
部責任者、同年部長、05年ＥＳ戦略室室長、06年店舗開発部部長を経て、14年に執行役員事
業開発本部本部長、16年に執行役員新規ビジネス推進部部長に就任。電子マネー導入・運用支
援業務に従事し、15年からは同社のノウハウを活かした地域振興に取り組む。

鈴木 雅一 ㈱タイトー 執行役員 新規ビジネス推進部長
兼ニューマーケット開発課長

宮城県北部地方振興事務所
地方振興部　部長

㈱リサ・パートナーズ
取締役 執行役員

㈱五龍舘 白馬八方温泉
ホテル五龍館
代表取締役社長

㈲舩坂酒造店
代表取締役社長

㈱ホロニック　代表取締役

デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社
シニアアナリスト

1日目11月29日
（会場：西3・4ホール 特設A・E会場）

火 2日目11月30日
（会場：西3・4ホール 特設A・E会場）

水観光地再生・インバウンド
新業態ホテル開発・投資フォーラム2016

いま、聞きたい！
「グランピング」事業化のポイント
立地選定から施設計画まで～
国内市場発展の可能性

顧客体験価値を重視した

リゾート事業戦略を明かす

「名産・特産土産
プロジェクト」始動
──地場産品を活かした
　　名物菓子づくりの実際

11月29日（火）　14：20～15：00 11月29日（火）　15：15～15：45 11月29日（火）　13：10～13：50

加藤 文人 橋村 和徳
㈱リゾートコミュニケーションデザイン
代表取締役

㈱ VILLAGE INC
代表取締役社長

㈱ ESSPRIDE
常務取締役

（やまざき・ゆう）（はしむら・かずのり）（かとう・ふみひと）

（いわた・たかお）

※本講座はＢ会場で開催いたします ※本講座はＣ会場で開催いたします

関連講座のご案内
グランピング

観光地再生・インバウンドフォーラム 新業態ホテル開発・投資フォーラム 新業態ホテル開発・投資フォーラム

地方創生

○施設活性化、地方創生、観光地域活性化への用途　○新発想のプレイングドラマアトラクショ
ンが登場！　○GPS（Global Positioning System、全地球測位システム）ビーコンの導入

あなたが物語の登場人物に！新顧客創造アイテムのご紹介
「あなたの街」が仮想ドラマの舞台となる！

12：30～13：10　【地方再生／最新技術導入アトラクション】

うらた・けんいち●1965年1月1日、元旦生まれ。長崎県佐世保市出身。88年にナムコ入社後、
アミューズメント施設の運営にはじまり出店、改装など担当した後、各地域の統括責任者にも従事。
これら約20年間の現場経験を積んだ後、本部で機器や景品の購買、従業員教育などの現場支
援部署の責任者を通じて施設運営の全般に携わり培った経験とノウハウを活かし、新規事業企画部
ゼネラルマネージャーに就任し、新たな収益源となる事業分野の創出を推進し、新規事業およびそれ
に準ずる事業や施設の企画開発業務に携わる。バンダイナムコグループが扱うキャラクターやゲーム
などのIP（知的財産）を活用し、時代が求めている新しい施設やアトラクションの開発に取り組む。

浦田 健一 ㈱ナムコ 新規事業推進部
ゼネラルマネージャー

○木造ツーバイフォーによるホテルの実例──「Doggy's Island」
○木造ツーバイフォー導入のメリット
○建築のコストパフォーマンスを向上させるポイント

木造によるホテル開発の事業優位性
14：10～15：00　【ローコスト開発の提案】

きくち・きよし●1970年日本大学卒業。篠原建築設計事務所入所。74年より、ハウジング
システム研究所で枠組壁工法の日本導入の研究と実務に従事。76年に㈱新精神を設立し代
表取締役として現在に至る。日本ツーバイフォー建築協会の施工管理小委員会委員・アドバイ
ザーなどを務める。NPO法人建築技術支援協会会員。

菊池 清 ㈱新精神 代表取締役社長

後援：カナダ林産業審議会（COFI）

（あらい・たかし） （なかむら・ゆかり） （ありす・ひろき）

レジャーホテルの開発・投資・運営を強力サポート
ホテル開発・投資戦略と最新設備機器システム展示会＆フォーラム

出展対象 出展募集小間数 300小間   ※レジャー＆サービス産業展出展社含む

＄

建築・設計・
施工・デザイン

経営
コンサルタント

コンピュータ・
弱電システム

インバウンド
対応システム

WEBシステム
集客

電子マネー 家具・
インテリア

浴室関連 寝装・寝具 用品・備品・
消耗品・アメニティ

飲食関連 消臭・脱臭・
香り

清掃・
メンテナンス

リネン
サプライ

LED照明 アミューズメント バラエティ
グッズ

イベント関連 美容 リラクゼーション人材、
アルバイト募集

その他映像 協会．団体 リフォーム 金融建材・素材セキュリティ

未来創造ビジネスミーティング

［Reデザイン］
ご・あ・ん・な・い




